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サワガニは本虫の唯一の第２中間宿主であり，淡水域

を生活の場とし，移動』性が少ないと考えられることから

(林ら，1977)，本虫の地理的分布を知る上では好適な調

査対象となっている．また一方サワガニはヒトに生食さ

れる機会が多くなり，本症が増加している．これらのこ

とからサワガニにおける本虫メタセルカリアの寄生状況

は，疫学上からまた感染予防の面からも的確に把握され

ることが望まれる．しかしサワガニの本虫メタセルカリ

アの寄生状況は分布地域内においても地区間，季節問ま

た宿主サワガニの大きさ，性別により異なるとされてお

り（宮崎ら，１９６４；冨村ら，１９６４；片峰ら，1966；初

鹿，1967；ＭａｅｊｉｍａｅＺａＺ.，１９７１；伊藤・望月，1975；

望月ら，１９７５；林ら，１９７７；佐野ら，1979)，これらの成

因機序の解明が待たれている．そこで著者は同一地域に

おいて寄生状況の周年調査を行うことにより季節的変動

を明らかにし，その変動機序について宿主サワガニ群の

季節的年齢構成の変遷および本虫のサワガニ体内におけ

る季節的発育様相から検討を試みたので，その概要を報

告する．

緒言

宮崎肺吸虫Ｐａ７ａｇｏ"z、"ｓｍｉｙａｚａ肺Ｋａｍｏ,Nishida，

HatsushikaetTomimura，1961はメタセルカリア，成

虫，虫卵等の形態的特徴，第２中間宿主の種類，分布お

よび実験的終宿主ラットに対する親和性により，他種肺

吸虫と区別され新種として記載された．そして初めイタ

チＭ"szemsi6i7ica，テンＭａ７ｔｅｓｍｅＪａｍｐ"s，イノシ

シＳ皿SSCrq/Ｍｅ"CO"lySta工が自然終宿主となっている

ことから，本虫は野獣の肺吸虫と考えられていた．し

かし第２中間宿主がサワガニGeotMP伽SacZMαα"ｉ

(White,1847）であることから，本虫のヒトへの感染の

可能性が示唆されていた（宮崎，1961)。その後，関東地

区で多発した肺吸虫症が横川ら（1974)，林（1975）によ

り宮崎肺吸虫症であることが報告され，本虫もまた人体

肺吸虫症の病原虫となることが明らかとなった．以後サ

ワガニの生食による本症は100例以上を数えると言う

(影井，1981)．

本虫は北海道を除く，日本各地に分布する．愛媛県に

おける宮崎肺吸虫は伊予三島市および宇摩郡で捕獲され

たイタチから見出されたことに始まり，その地域のサワ

ガニから本虫メタセルカリアが見出され，また同地域の

沢に生息するホラアナミジンニナＢｊﾉt/Zi"e"ａ（Ｍｏｒｉα）

"』ぬPolzicaMori，1937からは本虫セルカリアが検出され

たこと|こより，この地方でのその生活史が解明された

(西田ら，１９６５；１９６６；1969)．以後西田ら（1978）は県

中部，南部に生息するサワガニの本虫メタセルカリアの

寄生状況を調査し，その山間部に広く分布していること

を確認した．またＨｉｒａｉｅｔＭ（1978）は野獣を検索し，

タヌキNyCteγe”eSPγoCyo"o〃eSuiUerγi""ｓもまた本

虫の終宿主となっていることを報告した．

調査地および調査方法

1．調査地および採集方法

１）、木：上浮穴郡久万町の小部落で，愛媛県中部，

四国山地に位置し，仁淀川上流久万川支流のⅢ木川が流

れている．Ⅲ木川は本流（約３ｋｍ）とそれに注ぐ10本

の沢から構成され，標高975-550ｍの間を流れている．

感染サワガニの地域的分布状況調査：Fig.1-2)に示す

ように23地点においてサワガニを採集した．すなわちⅢ

木川本流および久万川ではE-1からE-6の計６地点であ

る．採集地点間の距離はE-1とB2間では約300ｍであ

るが，他は700-1000ｍの距離をおいている．一方流入

する沢での採集はＡ沢で３，Ｂ沢で７，Ｃ沢で３，，沢愛媛大学医学部寄生虫学教室

（６７）
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１）LocationofSaraki,Kuma-choandHoino，Tambara-choinEhimePrefecture、

２）Distributionof23stationsinSarakiarea、

３）SarakiA-3DandA-3Tstationsmagnified．

で４の計17地点で行なった．地点間の距離は主として

200ｍ前後としているが，最長310ｍ，最短90ｍである．

サワガニの採集は，甲殻の大きさ（甲幅）２０ｍｍ以上

のものを中心に，水底に沈む奉大からヒトの力で除去可

能な大きさの石の下に棲むサワガニを素手で捕獲するこ

とにより行なった．しかし－部の調査地点では魚類の臓

器をガーゼに包み，水底の石の下に沈め２－３日後，その

周囲に集まったサワガニを捕らえることにより行なっ

た．なお各調査地点における採集数は7-119匹で，１地

点あたり平均51匹，総計1,174匹であった．

寄生状況の周年調査：周年にわたりサワガニの採集を

行なったのはＡ沢下流部で，Ｆｉｇ．1-3）に拡大して示し

た．すなわちこの地点は全長135ｍで，下流部から約７０

ｍ上流に砂防ダムがある．この地点での採集は先の地域

的分布調査および1978年12月から1980年１月の周年調査

においては砂防ダム下流部（Ａ－３Ｄ）のみで実施した．

しかしこの部分のみでの採集を継続するとサワガニの減

少が危｣倶されることから1980年4-8月および1981年１月

から翌年８月の問における各採集はこの下流部に加えて

砂防ダム上流部65ｍの地点で実施した（Ａ－３Ｔ)．

サワガニの採集方法はほぼ地域的分布調査と同様であ

るが，魚類の臓器使用による採集は行なわず，素手によ

る捕獲のみによった．なお各調査期における採集数は

63-107匹であった．

調査地の概況：調査地の概況を記すと〆Ａ沢は，川１幅

3-9ｍ，水深は瀬で約５ｃｍ，淵で約30ｃｍ，底質は砂もし

くは大小の石が多層に重なる浮石である．Ｂ,Ｃ,Ｄの各

沢はほぼ同様の景観を呈する．川幅2-4ｍ，水深ば瀬で

（６８）
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3-7ｃｍ淵で20-30ｃｍである．底質はＢ-3,Ｂ4地点では

砂もしくは転石を見るが，他の地点では岩盤もしくは大

ﾉﾄの浮石である．E-1から始まる本流では，上流部の川

幅は約６ｍ，下流部では約16ｍ，瀬の部分の水深は上流

部で約５ｃｍ，最下流部で約30ｃｍとなる．河川周囲の概

況はＥ-2以下の本流域では，周囲は山間盆地の水田であ

るが，その上流部の各沢およびＡ沢の周辺は杉もしくは

広葉樹の林である．なお河川形態型別（水野・御勢，

1972）に各調査地点を見ると，各沢および本流Ｅ-4地点

までは山地渓流型であるが，下流のＥ－５では中間渓流

型，E-6では中流型を示した．

２）保井野：周桑郡丹原町の小部落で，四国山地に位

置し，Ⅲ木より東北に約21kｍ離れた標高約500ｍの地

域である〔Fig.1-1)〕この地域には中山川上流鞍瀬川

が流れており，それに注ぐ１本の沢に110ｍの区間を設

け，定期的にサワガニを採集した．この沢は川幅約３ｍ

の細流で，底質は岩盤もしくは大小の浮石で，河川形態

は山地渓流型を示す．沢の周囲は広葉樹もしくは杉の林

である．

サワガニの採集はⅢ木における寄生状況の周年調査と

同様な方法で実施した．なお各調査期における採集数は

23-70匹であった．

２．メタセルカリアの検索

採集したサワガニは性別，甲殻の大きさ（甲幅）およ

び体重を記録した後，内部諸器官についてはガラス板２

枚により圧平後，甲殻の内膜，筋肉については人工胃液

により消化後実体顕微鏡下で肺吸虫成熟メタセルカリア

（以下成熟メタセルカリアと略す）の検索を実施した．

検出された成熟メタセルカリアは顕微鏡下での形態観察

および計測を行なった後，一部は脱裏メタセルカリアの

染色標本作成およびラット，イヌへの感染実験に供し

た．なお未熟メタセルカリアの検出にはサワガニの内部

諸器官のみを対象とした．しかし未熟メタセルカリアは

小さいことから諸器官内に埋没して見出しにくい場合も

あるので，同一個体の諸器官を反復検査しその検出に努

めた．未熟メタセルカリアは成熟メタセルカリアに見ら

れるような肺吸虫メタセルカリア特有の形態を示さない

ことから，まず計測を行なった後，カパーグラスで軽く

圧し，内部の幼虫が肺吸虫メタセルカリアであることを

確認した．なお－部の未熟メタセルカリアは被嚢内から

幼虫を取出し，その形態観察，計測を行なった．

成績

１．検出された肺吸虫成熟メタセルカリア

Ⅲ木および保井野で得られた肺吸虫成熟メタセルカリ

ア（Photo、７）は被嚢，脱嚢幼虫の形態およびその計測

値，またラット，イヌへの感染実験結果から宮崎肺吸虫

成熟メタセルカリアと同定された．しかし本虫成熟メタ

セルカリアの内膜の大きさ－（長径十短径）×'/２－およ

びその厚さは各メタセルカリアによりかなり異ってい

る．寄生部位により生じた差異とも考えられることか

ら，この点について検討したが，寄生部位による差は見

出されなかった．そこで採集期による内膜の変化を検討

することとした．すなわち1979年９月から翌年８月まで

Ⅲ木Ａ－３ＤおよびＡ－３Ｔで採集されたサワガニに寄生

する成熟メタセルカリアを１採集期約200個前後，計

1,252個を無作為に選び，内膜の径およびその厚さを計

測したところ331-547×343-547βｍ(径)，2-37/2ｍ(厚）が

示された．そこで各メタセルカリアの内膜の大きさを求

め採集期別にその平均値で比較を行なったが差は見出さ

れなかった．しかし各採集期におけるその度数分布は異

っており，特に11月，１月においては二峰性の分布を示

し（Fig.２)，これらの度数分布はいくつかの正規分布で

構成されていると考えられた．そこで１月の度数分布を

Cassie（1954）の正規確率紙を用いる方法により各々の

正規分布にわけると，Ｆｉｇ．３に見られるように400.5±

12.3β、（１），464.3±22.4皿（Ⅱ）および492.8±13.7

/uｍ（Ⅲ）で示される３つの群に分けることができた（Ｘ２

＝6.81,Ｐ＝0.50-0.75)．これらの各群に属するメタセ

ルカリアの内膜の厚さを見ると，Ｉ群では5.7±28,〔ｚｍ，

Ⅱ群では19.0±5.8川，Ⅲ群では21.9±4.5,[４ｍが示され

Ｉ群の内膜が著明に薄いことが判明した．このことから

Ｉ群のメタセルカリアは内膜の大きさが小さいこと，ま

たその厚さが薄いことで他群のメタセルカリアと区別さ

れた．なお得られたメタセルカリアにはＩ群の標準偏差

範囲にはいらない，内膜が小さく，また薄いメタセルカ

リアが見られるが，これらのメタセルカリアの内部虫体

は肺吸虫成熟メタセルカリアの形態を示す（Photo、６）

ことからＩ群に含め，以降Ｉ群はその標準偏差上限値

(大きさ419ノリ、，厚さ８β、）以下の肺吸虫成熟メタセル

カリアの形態を示すメタセルカリアとした．これらＩ群

に属するメタセルカリアの出現状況を採集期別に見ると

(Fig.２)，９月には計測したメタセルカリアの1.4％を

占めるに過ぎなかったが，１１月から増加し，１月には

20.5％となり，以降４月には8.4％と低下するが，その

割合は６月まで同程度に保持され，８月には1.4％と，

その減少が示された．このことからＩ群に属するメタセ

ルカリアの出現状況は晩秋から初夏にかけて多い季節的

（６９）
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変動を示すことが明らかにされた．

なおこれらＩ群のメタセルカリアはラットへの感染実

験（Photo、９）により宮崎肺吸虫成熟メタセルカリアで

あることが確認された．このことから以降の成熟メタセ

ルカリアの寄生状況の検討はＩ群に属するメタセルカリ

アを含めて行うこととした．

２．成熟メタセルカリア感染サワガニの地域的分布状

況

1977年６月から９月にかけて皿木川および久万川に２３

個所の調査地点を設け1,174匹のサワガニを採集した．

そのうちＥ-5,Ｅ-6地点を除く２１地点から得た531匹

(45.2％）に成熟メタセルカリアの寄生が認められた

(Tableｌ)．

成熟メタセルカリアの寄生状況はサワガニの大きさ，

性別により異なると考えられることから，採集地点間の

寄生状況の比較は同一の大きさおよび同性のサワガニを

対象として行なうことが望まれる．しかし本調査におい

ては地点によりサワガニの採集数が少ない所があること

から，寄生状況の比較は甲幅21.5ｍｍ以上を示すサワ

ガニを対象として行なった．

なおこの甲'幅値は後述の「宿主サワガニの季節的発育

状況」に基づき決定したものである．

採集地点別に寄生状況を見ると，寄生率，平均寄生数

が21地点の平均値（48.2％，2.6個）より高値を示したの

は，Ａ－３Ｄ（80.9％，4.4個)，Ａ-２（66.2％，2.8個)，

Ｂ２（81.8％，2.7個)，Ｂ-５（69.4％，3.4個)，Ｅ-２（61.5

％，3.2個）の５地点で，特にＡ－３Ｄ地点では寄生率，

寄生数共に本調査地域の最高値が示された．これらの高

値を示す周辺部を見るとＡ-2上流A-1では46.7％，２．３

個と低下していた．本流Ｅ-2上流のＥ-１（57.5％，２０

個)，Ｂ-７（53.8％，1.7個)，Ｃ-３（50.0％，1.4個)，Ｄ－４

(59.5％，1.9個）およびＤ－３（65.2％，1.6個）の５地

点ではほぼ同様の寄生状況が示され，Ｄ-3地点の寄生率

が少し高いのを除けばE-2より低値であった．これらの

地点よりさらに上流部にあたるＣ-２（43.5％，１．０個)，

Ｃ１（31.2％，1.4個）では共に低下傾向が認められた．

Ｄ沢においても同様に上流部で低値が示された．しかし

Ｂ７上流のＢ５（69.4％，3.4個）およびＢ２（81.8％，

２７個）ではむしろ増加し高値であった．一方本流にお

いては，高値を示したE-2の下流部はＥ３（30.6％，２．４

個)，Ｅ-４（17.4％，1.4個）と低下し，Ｅ5地点以下の下

流部では成熟メタセルカリアは検出されなかった．

以上のことから本流E-1およびその上流４地点（Ｂ-7,

Ｃ-3,,-4,,-3）においてはその寄生状況はほぼ同程度
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ofP．〃ziyα之α賊to3calculatednormaldistributio、（．――●)．

TablelInfectionsofmaturemetacercariaeofP．〃".yαごαﾊﾉ／ｉｎｔｈｅｃｒａｂ，Ｇ・cJcAαα〃ｚａｔ
ｔｈｅ２３ｓｔａｔｉｏｎｓｉｎＳａｒａｋｉａｒｅａ

Carapacewidth：９．５－３２．４ｍｍ Carapacewidth：２１．５－３２．４ｍｍ

Rangeofparasitebu‐
ｒｄｅｎｉｎａｎｉｎｆｅｃｔｅｄ‐

Crab(mean）

Rangeofparaitebur‐
deninaninfected

crab（mean）

Stations
Infectionrate

（I/E，％）

Infectionrate

（I/E，ソ6）

1-16(2.3）

1-17(2.8）

1-14(4.4）

ｌ（1.0）

１－１０(2.7）

１－４(1.7）

１－３(1.9）

１－９(3.4）

1-11(2.5）

１－６(1.7）

１－２(1.4）

１（1.0）

１－７(1.9）

１－２(1.3）

１－６(2.6）

１－５(1.6）

１－７(1.9）

１－７(2.0）

１－９(3.2）

１－１２(2.4）

１－３(1.4）

1-16(2.2）

1-17(2.8）

1-14(4.2）

１－２(1.2）

1-10(2.2）

１－４(1.5）

１－３(1.5）

1-10(3.3）

1-11(2.8）

１－６(1.7）

１－４(1.6）

１（1.0）

１－７(1.8）

１－２(1.2）

１－６(2.6）

１－６(1.8）

１－７(1.9）

１－７(1.9）

１－９(3.0）

１－１２(2.3）

１－３(1.4）

46.7(36/77）

66.2(55/83）

80.9(51/63）

50.0（２/４）

81.8（９/11）

23.5（４/17）

33.3（３/９）

69.4(25/36）

56.2(27/48）

53.8(28/52）

31.2（５/16）

43.7（７/16）

50.0(18/36）

35.2（６/17）

30.2（８/26）

65.2(15/23）

59.5(25/42）

57.5(42/73）

61.5(56/91）

30.6(19/62）

17.1(12/70）

０（０/64）

０（０/４）

44.4(37/84）

65.2(60/92）

77.7(56/72）

26.6（４/15）

54.1(13/24）

21.8（７/32）

25.0（９/36）

65.8(27/41）

51.7(29/56）

50.7(34/67）

37.5（９/24）

43.2（７/16）

43.1(19/44）

36.8（７/19）

28.5（８/28）

56.8(17/30）

60.4(26/43）

57.6(53/92）

59.6(71/119）

32.4(24/74）

15.2(14/92）

０（Ｏ/67）

０（０/７）

Ｄ
１
２
３
１
２
３
４
５
６
７
１
２
３
１
２
３
４
１
２
３
４
５
６

Ａ
〃
〃
Ｂ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
Ｃ
〃
〃
Ｄ
〃
〃
〃
Ｅ
〃
〃
〃
〃
〃

1-17(2.6）48.2(453/940）45.2(531/1174）１－１７(2.5）Ｍｅａｎ

Ｅ：Ｎｏ．ｏｆｃｒａｂｓｅｘａｍｉｎｅｄｌ：Ｎｏ．ofcrabsinfected

（７１）
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Table21nfectionsofmaturemetacercariaeofP．〃ｚｚｙａｚａ航ｉｎｔｈｅｃｒａｂ，Ｇ・CJCﾉｶααｿziat

SarakiA-3DandA-3Tstations，duringtheperiodbetweenDec.，ｌ９７８ａｎｄ

Ａｕｇ.，１９８０

Rangeofpara‐
siteburdeninan

infectedcrab

（mean）

Ｍｅａｎｎｕｍｂｅｒｏｆ

ｍｅｔａｃｅｒｃａｒｌａｅｐｅｒ
ｃｒaｂｅｘａｍｉｎｅｄ

Infecion

rate(％）

Dateof
Stations

collection

Ｎｏ．

infected

Ｎｏ．

examined

３．１

２．９

２．９

２．６

３．５

４．６

8２．４

８７．０

８３．９

８３．５

８５．３

８０．９

１－１７

(3.7）

１－２３

(3.3）

１－１６

(3.4）

１－１６

(3.2）

１－１２

(4.2）

１－２９

(4.9）
的
別
、
Ⅲ

６
７
７
６

Ⅱ
Ⅳ
胆
閉

１
７

９
７

１

Ａ－３ＤＤｅｃ.，１９７８

May，１９７９

ＪｕＬ

Ｓｅｐｔ、

Ｎｏｖ、

Jan.，１９８０

Total 8４．１ １－２９

(3.7）

３．１516 434

Ａ－３ＴＡｐｒ.，１９８０１００

Jun、 ８０

Ａｕｇ、 １０１

１－１３

(3.7）

１－３６

(4.8）

１－２９

(4.4）

４
６
３

８
６
８

8４．０

８２．５

８２．１

３．２

４．０

３．６

Total 281 233 8２．９ １－３６

(4.3）
３．６

であるが，他の16地点では異っており，地点間による差

異が著明であった．このことから成熟メタセルカリアの

寄生状況の周年調査は一定の小地区で行うことが必要と

考えられた．

３．周年調査による成熟メタセルカリアの寄生状況

地域的分布状況調査により成熟メタセルカリアの寄生

状況が比較的濃厚であったⅢ木Ａ－３Ｄ，Ａ－３Ｔおよび新

しく調査地点を設けた保井野において成熟メタセルカリ

アの検索を実施した．

Ⅲ木Ａ－３Ｄ（Table２）：サワガニの採集は1978年12月

から1980年１月まで計６回実施した．１回あたりの採集

数は63-106匹で，計516匹を検査に供した．成熟メタセ

ルカリアが見出されたサワガニはそのうち434匹（84.1

％）であった．陽性カニ１匹あたりのメタセルカリア数

は1-29個，平均3.7個であった…採集期別に寄生率を見

ると80.9-87.0％が示されたが,‐その間においては有意

の差は見出されなかった．

Ⅲ木Ａ－３Ｔ（Table３）：採集は1981年１月から翌年８

月まで計10回実施した．１回あたりの採集数は100匹前

後で，計995匹を検査に供した．成熟メタセルカリアが

見出されたサワガニはそのうち845匹（84.9％）であっ

た．陽'性カニ１匹あたりのメタセルカリア数は1-45個，

平均5.3個であった．採集期別に寄生率を見ると80.1-

88.5％が示されたが，その問には有意の差は見出されな

かった．

保丼野（Table４）：採集は1979年１月から12月まで計

６回実施した．１回あたりの採集数は23-70匹で，計291

匹を検査に供した．成熟メタセルカリアが見出されたサ

ワガニはそのうち266匹（91.4％）であった．陽性カニ１

匹あたりのメタセルカリア数は1-96個，平均11.9個であ

った．採集期別に寄生率を見ると86.0％から95.7％が示

されたがその間には有意の差は見出されなかった．

以上のことから寄生率で季節的変動を観察するのは困

難であると考えられ，改めて寄生数で検討し，後述す

る．またサワガニの大きさ，‘性別による寄生状況の検討

も同時に実施する．

（７２）
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Table3InfectionsofmaturemetacercariaeofP．）"八'αＺａＡｉｉｉｎｔｈｅｃｒａｂ，Ｇ・acAαα"２，at
SarakiA-3Tstation，duringtheperiodbetweenJan.，１９８１ａｎｄAug.，１９８２

Ｒａｎｇｅｏｆｐａｒａｓｉｔｅｂｕｒｄｅｎ
ｉｎａｎｉｎｆｅｃtedcrab

（mean）

Ｍｅａｎｎｕｍｂｅｒｏｆｍｅｔａ‐

cercariaepercrabexam‐
iｎｅｄ

Dateof

collection
Ｎｏ．

examined
Ｎｏ．

infected
Infection

rate（％）

Jan.,１９８１

Apr・

Jun・

Ａｕｇ・

ＯｃＬ

ＤｅＱ

Ｆｅｂ.，１９８２

Apr・

Jun・

Ａｕｇ．

107

106

９４

１０４

９８

９４

９８

１０２

９６

９６

別
朋
別
的
開
別
開
閉
腿
閲

４
１
３
６
７
１
７
３
４
５

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

０
０
８
５
６
５
６
３
５
８

８
８
８
８
８
８
８
８
８
８

１－３０

(4.7）

１－２７

(4.5）

１－２９

(4.8）

１－２９

(5.3）

１－２６

(4.8）

１－４５

(5.2）

１－２７

(6.3）

１－２９

(5.1）

１－２５

(7.0）

１－２７

(5.5）

３．７

３．６

４．３

５．２

４．２

４．６

５．５

４．２

６．０

４．９

Total 995 845 8４．９ １－４５

(5.3）
４．５

Table41nfectionsofmaturemetacercariaeofP.〃Jiyaza肋ｉｎｔｈｅｃｒａｂ，ＧＣＭαα"i，at

Hoinostation，duringtheperiodbetweenJan、ａｎｄＤｅｃ.，１９７９

Rangeofparasiteburden
inaninfectededcrab

（mean）

Meannumberof

cercariaepercrab
ineｄ

ｎｌｅｔａ‐

ｅｘａｎｌ－

Infection

rate（％）
Dateof

collection

Ｎｏ．

infected
Ｎｏ．

examined

巫
妬
随
妬
別
師

７
８
３
０
７
０

■
□

●
●

●
●

５
３
４
２
７
６

９
９
９
９
８
８

閲
の
朋
句
似
団
期
ｑ
氾
幻
肛
句

’
．
｜
０
’
２
’
１
’
３
’
２

１
口
）
１
【
ｕ
１
杓
ｕ
１
ハ
ｕ
１
損
い
１
代
ｕ

Jan.,１９７９

Apr・

Jun，

Ａｕ９．

０ct・

Dec．

３
８
０
０
７
３

２
４
７
５
５
４

６
９
１
１
７
９

●
●

●
●

●

８
９
２
０
１
０

１
１
１
１

Total １－９６

(11.9）
291 266 ９１．４ 1０．９

得られた未熟メタセルカリアは尾部脱落セルカリアと幼

若メタセルカリアにわけることができる（横川，195lb)．

尾部脱落セルカリアは100-130×107-170/ｕｍの薄い被嚢

４．未熟メタセルカリアの寄生状況

1981年８月から翌年８月の間，Ⅲ木Ａ－３Ｔでサワガ

ニの肺吸虫未熟メタセルカリアの寄生状況を調査した．

（７３）
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Ｔａｂｌｅ５ＩｎｆｅｃｔｉｏｎｓｏｆｉｍｍａｔｕｒｅｍｅｔａcercariaeofP．〃ｚＪｙａｚａﾊｉｎｎｔｈｅｃｒａｂ，Ｇ・ａｃ/ｉａａ７ｚ/，
●

atSarakiA-3Tstation，ｄｕｒｉｎｇｔｈｅｐｅｒｉｏｄｂｅｔｗｅｅｎＡｕｇ.，１９８１ａｎｄＡｕ９．，１９８２

Rangeofparasiteburden
inaninfectedcrab

（mean）

Infection

rate(％）
Dateof

cnllection

Ｎｏ．

infected

Ｎｏ．

eｘａｍｉｎｅｄ

Ｊ
１
１
Ｊ
１
Ｊ

０
５
５
５
．
８
６

●
●
●
●
●
●

１
１
１
１
１
１

く
く
く
く
く
く

３
４
４
８
３

１
１
１
１
１
１
１

Ａｕ９．，１９８１

０ct・

Ｄｅｃ

Ｆｅｂ.，１９８２

Apr・

Jun・

Ａｕｇ．

３
６
７
６
３
５
１

１
１
２
１

７
３
０
５
７
２
０

■
Ｇ
■
●
●
●
●

０
６
８
６
２
５
１

１
１
１
２
１

２８

９８

９４

９８

１０２

９６

９６

Total 1３．２ 1－８（1.5）612 8１

で包まれる（Photo、１)．被嚢から取出された虫体は

Photo､２に示すように楕円形を呈し，体前端に口吸盤，

その背縁に穿刺鰊，体中部には腹吸盤，また著明なＩ字

状の排泄嚢が体後部に見られる．このことからこれらの

虫体は宮崎肺吸虫尾部脱落セルカリアと考えられた．

幼若メタセルカリアは153-336×160-354｜(、の薄い一

層の被裏に包まれ，内部には直位もしくは倦曲した虫体

が見られる（Photo､３)．これらのメタセルカリアをカバ

ーグラスで軽く圧平すると，口吸盤，弱く湾曲した細い

腸管，腹吸盤および太いＩ字状の排泄曇が著明となる

(Photo､４)．被嚢より取出し圧平した虫体をPhoto､５に

示した．以上の形態からこれらのメタセルカリアは宮崎

肺吸虫幼若メタセルカリアと考えられた．

上記の尾部脱落セルカリアおよび幼若メタセルカリア

の形態を持つ本虫未熟メタセルカリアの寄生状況をＴａ

ｂｌｅ５に示した．すなわち検査に供した612匹のサワガニ

のうち，８１匹（13.2％）に未熟メタセルカリアが見ら

れ，陽性カニ１匹あたりの寄生数は1-8個（平均1.5個）

であった．各採集期別に寄生率を見ると，８月には10.7

％を示すが，以降漸次増加し，２月には26.5％に達し

た．この値は４月以降に減少し，８月には1.0％を示し，

周年を通じて寄生率の季節的変動が観察された．これら

の未熟メタセルカリアは前述のように尾部脱落セルカリ

アと幼若メタセルカリアにわけられ，その形態は本虫の

サワガニ体内での発育様相を現わすものと考えられる．

そこで各採集期別に未熟メタセルカリアを尾部脱落セル

カリアと幼若メタセルカリアにわけ成熟メタセルカリア

に対する割合を求め，採集期別にその出現状況を観察し

た（Fig.４)．なお各採集期の成熟メタセルカリア数は，

未熟メタセルカリアの検査を行なった同一のサワガニか

エｍｍａｔｕｒｅ

／Mature
（８）

ユ０

JmlU｢．
５

Ａｕ９．０ｃｔ．Ｄｅｃ・Ｆｅｂ・ｎｐｒ．。ｕｎ．Ａｕｇ・
ユ９８ユｌ９８Ｚ

ＤａｔｅｏＥｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎ

Ｆｉｇ．４Seasonalvariationoftheemergence

ofimmaturemetacercariaeofP．〃z妙α之α賊
atSarakiA-3Tstation・

Ｉｍｍａｔｕｒｅ：Ｎｏ．ofimmaturemetacercariae

Mature：Ｎｏ．ofmaturemetacercariaefound

fromthosecrabsexaminedforim‐

maturemetacercariae

圏：Cercariaewithouttail

ら見出された成熟メタセルカリアの数である（Photo、

8)．

尾部脱落セルカリアは８月から12月の間に主として見

られ，４月に少数認められた．一方幼若メタセルカリア

は１０月から急増し，２月にはその値は少し上昇するが，

４月までその占める割合はほぼ同様に維持され，６月に

は減少し，８月には見出されなかった．このことから尾

部脱落セルカリアおよび幼若メタセルカリアの出現状況

には季節的変動が認められ（X2＝21.54,ｐ＜０．００１)，サ

ワガニ体内での本虫の発育様相に季節的推移のあること

が示唆された．

５．宿主サワガニの季節的発育状況

本虫成熟メタセルカリアの寄生状況は宿主サワガニの

（７４）
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ｏ
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Ｄｅｃ
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ｏ
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二三詫蘓Ｔ

3０２０ Ｚ５エ５

Ｃａｒａｐａｃｅｗｉｄｔｈ（ｍ、）

thefrequencydistributionofcarapacewidthinthecrab，Ｇ・ａｅｈａａｍ，ｔｏＦｉｇ．５Fitnessofthefrequencydistribut

４calculatednormaldistribution（●－●)．

大きさにより異なると考えられる．サワガニの大きさは

一般的に甲殻の大きさ（甲幅）で表わされている．サワ

ガニの甲幅は春から秋にかけて年2-3回起る脱皮により

大きくなり，同一年齢のサワガニではほぼ同じ甲幅値を

示す（嶺井，1976)．また金森（1977）は同一年齢群の

甲幅は正規分布するとの前提で，野外のサワガニ個体群

の年齢を推定し，周年にわたり甲幅の成長を観察してい

る．これらのことからサワガニの甲幅はその年齢を現わ

すものと考えられ，甲幅による年齢推定を本調査に導入

すれば成熟メタセルカリアの寄生状況はより明確なもの

になると考えられる．そこで冬期はサワガニの脱皮，成

長が停止し，成長に起因する甲幅値の変動が少ない時期

と考えられることから，冬期の甲幅の度数分布を検討す

ることとした．まず性別による甲幅の差異をⅢ木Ａ－３Ｔ

で冬期に採集したサワガニについて見ると，性別により

求めた甲幅の度数分布ではその問に差が見られず，一致

していることが確認された（X2＝6.00,ｐ＝0.50-0.75)．

このことから性別による甲幅値の差はないと考えられ，

雌，雄の甲幅をもって冬期の度数分布を表わした（Fig.

5）そしてその度数分布をCassie（1954）の正規確率紙

を用いる方法により各年齢群の甲幅に分けた（X2＝4.27,

p＝0.75-0.90)．なおこの度数分布は採集を大型個体を

中心に行なったため，小さいサワガニが少なくなってお

り，年齢推定が困難となる．しかし嶺丼（1976）は生後

４年目のサワガニの甲幅は16-21ｍｍ，また金森（1977）

は４年目にはいった甲幅の平均は16-17ｍｍとしている

ことから，調査場所は異なるが本度数分布から得られた

18.4±1.2ｍｍの群は生後４年目にはいった年齢群の甲

幅を表わすと考えられた．そしてこれに基づき２３．４±

1.7ｍｍの群は５年目，27.0±1.4ｍｍ群は６年目また最

少の15.0±0.9ｍｍ群は３年目の年齢群の甲幅値と推定

された．これらの年齢群の甲幅は前述のように春から

成長が開始されると考えられる．そこで各採集期別に

Cassie（1954）の方法を用い，甲幅により各年齢群にわ

け，その平均値，標準偏差を求め，周年にわたり同一年

齢群の甲幅の成長を観察した（Fig.６)．なお各採集期の

個体数が少ないため，各度数分布が一致すること（X2‐

test，ｐ＞0.05）を確めた後，年度を越えて採集期をほぼ

同じくするものは一群として取扱った．また甲幅の比較

はF-testを用いて検定した．そこで各年齢群の成長を

見ると４年目群の12月の甲幅は18.4±1.2ｍｍで示され

たが，４月から成長を開始し，１０月には23.0±Ｌ７ｍｍ

となり５年目群の12月の値に一致した．５年目群の12月

の値は23.4±1.7ｍｍを示すが，６月以降にその成長が

見られ，１０月には27.0±1.3ｍｍとなり，６年目群の１２

月の値に一致した．６年目群の１２月の値は27.0±1.4

ｍｍを示し，６月からその成長が見られ，８月には29.0

±2.1ｍｍに達した．しかしその個体数は少なく，１０月

にはこの群は見られなかった．以上のことから，各年齢

群の甲幅は春から成長を始め，秋には前年冬期に１高年

齢であった群の甲幅に達していることが観察された．一

方本調査地における稚ガニの孵化は年１回秋に見られる

ことから，秋は加齢の時期でもあり，年齢増加に伴う甲

幅の増大が示された．このことから周年，甲幅によりサ

ワガニの年齢推定が可能となった．そこで成熟メタセル

カリアの寄生状況の検討は，冬期における甲幅値を基準

にサワガニを各甲幅群に分けて実施し，その後の成長に

伴う寄生状況の変動を観察した．なお基準とした各甲幅

群は，比較的採集数の多い23.4±Ｌ７ｍｍ群を中心に考

え，その標準偏差範囲（21.5-25.4ｍｍ）の甲幅値を示す

サワガニを１群，その上限値以上を１群（25.5ｍｍ以

上）および下限値以下を１群（21.4ｍｍ以下）とし，

（７５）
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１）サワガニ集団の寄生数の表現方法

サワガニ集団の寄生数の表現方法およびそれによる集

団間の比較を統計学的に検討する必要がある．そこで皿

木Ａ－３Ｔにおいて１月から翌年６月までの問に採集さ

れたサワガニ899匹について，カニ１匹あたりの成熟メ

タセルカリアの度数分布図を作成し，Ｆｉｇ．７に示した．

この度数分布を伊藤・村井（1978）に基づき検討したと

ころ，負の二項分布（ｍ＝4.4540,ｋ＝1.0638）に一致

することが判明した（X2＝18.76,ｐ＝020-0.30)．この

ことから以降サワガニ集団の寄生数は，カニ１匹あたり

の成熟メタセルカリア数（x）をｙ＝log（x＋１）で対

数変換した後，その平均値（７），標準偏差を求めて表

わすこととした（伊藤・村井，1978)．また集団間の寄生

数の比較は平均値の差をF-testにより検定し，その有

意性を判定した．

２）サワガニの大きさおよび性別による寄生数の変動

寄生数の季節的変動を観察するにあたり，寄生状況の

変動を起す他の要因を除外する必要がある．そこでサワ

ガニの大きさおよび性別による寄生数の検討を行なっ
た．

Ⅲ木Ａ－３Ｔにおいて採集したサワガニ995匹を前述し

た甲幅値（12.5-21.4ｍｍ，21.5-25.4ｍｍおよび25.5-

31.4ｍｍ）により３群にわけ，またこれらの群を'性別に

より２群にわけＴａｂｌｅ６にその寄生数を示した．メタセ

ルカリア数を対数変換して求めた各甲幅群の寄生数は

12.5-21.4ｍｍの群では0.427±0.291,21.5-25.4ｍｍ群

では0.604±0.354,25.5-31.4ｍｍ群では0.735±0.388

を示した．これらの平均値間には有意の差が認められ，

甲幅の大きいほど寄生数が増加していることが示され

た．次にこれら３群の雌，雄の寄生数を対数変換値で見

ると，25.5-31.4ｍｍ群の雄は0.782±0.391,雌は0.649

±0.367を示し，雄にその寄生数が有意に多い．また

21.5-25.4ｍｍ群においても同様に雄の寄生数が有意に

多い．しかし21.4ｍｍ以下の群においては雄，雌の寄生
数には差が見られなかった．

以上のことからサワガニの大きさおよび性別により寄

生数が異なることが判明し，寄生数の季節的変動を観察

するには，各採集期のサワガニが同一甲幅群の同性であ

ることが望まれる．

３）寄生数の季節的変動

前述のことから，各採集期の観察対象としたサワガニ

は，採集数および寄生数が比較的多い甲幅21.5-25.4

ｍｍを示すものとした．なおこの甲幅群においては`性別

により寄生数が異なっているが，その季節的推移は雌，
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Ｆｉｇ、６Growthcurvesof3generationsin

thｅｃｒａｂ，Ｇ・ａｅｈａａ７ｚｉ、

ThereisnosignificantdiHerencebetweena）

andｂ)，ｃ）ａｎｄｄ)，respectively（p＞0.05)．

12.5-21.4ｍｍ，21.5-25.4ｍｍおよび25.5-31.4ｍｍの

３群とした．なお感染カニの地域的分布状況調査におい

ては採集数の少ない地点があることから，観察対象とし

たサワガニは甲幅21.5ｍｍ以上の後者２群とし，地点間

の寄生状況を比較した．

６．成熟メタセルカリアの寄生数の季節的変動

成熟メタセルカリアの寄生状況の周年調査において，

寄生率による季節的変動の観察は前述のように困難であ

った．そこで以降寄生数によりその変動を検討した．

（７６）
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Ｆｉｇ、７FitnessofthefrequencydistributionofmaturemetacercariaeofP．〃yazra賊inone
crabtothenegativebinominaL

Dottedlineshowsthenegativebinominaldistribution（ｍ＝4.4540,ｋ＝1.0638)．

雄においてほぼ同様の傾向を示している（Fig.８)．この0.534±0341となり，８月の値との間に有意の差が認め

ことから各採集期における寄生数は雌，雄区別することられ，その低下傾向が示された．以降この値は２月に増

なく甲幅21.5-25.4ｍｍに属するサワガニの寄生数をも加傾向が見られるものの12月の値との間には差が見られ

って表わし，その季節的変動を観察した（Fig.８)．ない．しかし６月には0.707±0.356,8月には0.678±

Ⅲ木Ａ－３Ｄ：1978年12月のメタセルカリア数を対数変0.298が示され，共に12月の値との間に有意の差が認め

換後求めた寄生数は0.462±0.371で表わされ，以降９月られ．その増加傾向が示された．

までその値には大きな変化は見られない．しかし11月に 保井野：1979年１月，メタセルカリア数を対数変換後

は0.646±0.253,1月には0.675±0.340が示され，共に求めた寄生数は0.688±0.370で表わされ，以降その値は

９月の値との間に有意の差が認められ，その増加傾向が次第に増加し，１０月には1.011±0.347が示され，１月の

示された．値との間に有意の差が認められ，その増加傾向が示され

Ⅲ木Ａ－３Ｔ：1981年１月のメタセルカリア数を対数変た．以降12月には，その値は0.822±0.458と低下傾向を

換後求めた寄生数は0.506±0.343で表わされ，６月から示すが，１０月における値との間には有意の差は認められ

その値は増加し，８月には0.710±0.377が示され，１月なかった．

の値との間に有意の差が認められ，その増加傾向が観以上のことから本調査における寄生数の季節的変動を

察された．しかしこの値は１０月から低下し，１２月には要約すると，Ⅲ木Ａ－３Ｄの調査（1978年12月-1980年

（７７）
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Table6Comparisonofparasiteburdenbetweenmaleandfemalecrabs，Ｇ・ｃＪｃＡαα"/，by

carapacewidth

ＦｅｍａｌｅＭａｌｅ TotalCarapace

width

（ｍ、）

Ｎｏ．of

crabs

examined

Ｎｑｏｆｍｃ/crab
examined

Ｎｏ．of

crabs

examined

Ｎｏ．ｏｆｍｃ/crab
examined

Ｎｏ．of

crabs

examined

Ｎｏ．ｏｆｍｃ/crab
examined

ＲｅａｌＬｏｇ(x＋l）
ｎｏ．

ＲｅａｌＬｏｇ(x＋1）
ｎｏ．

ＲｅａｌＬｏｇ(x＋1）
ｎｏ．

ＸＹ±ＳＤ＊ ＸＹ±ＳＤ＊ ＸＹ±ＳＤ＊

3１．４

２５．５

２５．４

２１．５

２１．４

１２．５

186７．７０．７８２±０．３９１３）１００５．００．６４９±0.367b）２８６６．７０．７３５±0.3889）

217５．６０．６７０±0.371c）２０５３．４０．５３４±0.321.）４２２４．５０．６０４±0.354h）

149２．１０．４１５±０．２７８１３８２．４０．４４０±０．３０５２８７２．３０．４２７±0.291i）

Total 552５．３０．６３７±0.382c）４４３３．４０．５３１±0.335f）９９５４．５０．５９１±０．３６６

DiHerenceissignificantbetweena）ａｎｄｂ)，ｃ）ａｎｄ。)，ｅ）ａｎｄｆ)，ｇ）ａｎｄｈ)，ｈ）ａｎｄi)，respectively(p＜
0.01)．＊：Meanandstandarddeviationobtainedfromlog-transformednumber（Ｙ）ofthemetacercariae
ｂｙＹ＝log(x＋1）
ｍｃ：metacercariae

１月）では冬から夏にかけてはほとんど変化が見られ

ず，秋から冬にかけて増加した．一方採集場所の一部を

同じくし，調査年次が異なるⅢ木Ａ－３Ｔの調査（1981

年１月-1982年８月）では初夏から夏にかけて増加し，

秋から冬にかけて減少し，再び夏に増加した．保井野に

おいては増減の時期が少しずれるが，Ⅲ木Ａ－３Ｔにお

ける推移とほぼ同様の傾向を示した．

である．本調査においては，宮崎肺吸虫未熟メタセルカ

リアの寄生状況に季節的変動があることを見出した．そ

して各採集期により出現する未熟メタセルカリアの形態

変化およびその推移により，季節的発育様相を観察し

た．すなわち主として夏から初冬にかけて出現した尾部

脱落セルカリアは，秋から見られた幼若メタセルカリア

へと発育する．幼若メタセルカリアの状態で越冬したメ

タセルカリアは，それが見られなくなる夏までに成熟メ

タセルカリアへ発育するものと考えられる．なお第２中

間宿主における未熟メタセルカリアの季節的消失は，す

でにケリコット肺吸虫において観察され，その消失は成

熟メタセルカリアへの発育により起ったこととされてい

る（Strombergetα/､，1978)．

２）成熟メタセルカリアの季節的出現状況

本調査において検出された宮崎肺吸虫成熟メタセルカ

リアにＩ群と称した内膜が小さくまた薄いメタセルカリ

アが含まれていた．安藤（1919）はサワガニ体内におけ

るウエステルマン肺吸虫の発育を観察し「虫体の構造は

ほとんど完成するが包嚢罪薄」と呼ぶ発育段階を記述し

ている．また行天（1983）は宮崎肺吸虫セルカリアをサ

ワガニに感染させ，60-75日後に幼若メタセルカリアと

Ｉ群と形態を同じくするメタセルカリアを得ている．こ

れらのことからＩ群のメタセルカリアはサワガニ体内で

の宮崎肺吸虫の１発育段階を現わしていることが示唆芒

考察

１．メタセルカリアの発育

１）未熟メタセルカリアの季節的出現状況

肺吸虫未熟メタセルカリアの第２中間宿主における寄

生状況の季節的推移は，ウエステルマン肺吸虫Ｐ・mes‐

t”"'α"／においては横川（1951a)，中川（1960）の報告

に見られる．すなわち未熟メタセルカリアは周年モクズ

ガニＥ７ｉｏｃＭ７ｊａＰｏ"ｉＭｓに見られ，その寄生率は変化

しないとされている．StrombergetaZ．（1978）はケリ

コット肺吸虫Ｐ，ﾉＭ"cotti未熟メタセルカリアの季節

的出現状況を第２中間宿主であるCrayfish，ＯγＣＯ"ecteS

spP､において観察し，未熟メタセルカリアが現われ始め

るのは６，８月で，９月に最高値に達し，翌年３月まで

見出されたとし，その季節的変動を報告している．宮崎

肺吸虫については宮崎ら（1964）の観察があり，未熟メ

タセルカリアは秋，冬に多いとしているが，詳細は不明

（７８）
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＊：0.01＜ｐ＜0.05)．

（７９）
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れる．未熟および成熟メタセルカリアの季節的出現状況

から考察すると，Ｉ群のメタセルカリアの増加は前述の

ように11月からであり，幼若メタセルカリアの急増を見

る10月の後となっており，季節的推移から幼若メタセル

カリアが発育し，Ｉ群のメタセルカリアになることが示

唆される．

なお未熟および成熟メタセルカリアの調査年次が異な

っていることから，本虫の季節的発育様相に相違がある

と危』倶される．しかし成熟メタセルカリアの調査時に，

8-11月にかけて尾部脱落セルカリアが見出されており，

後述する本虫セルカリアのサワガニヘの感染時期が，未

熟メタセルカリアの調査時と同じであることから，その

季節的発育様相も類似していると考えられる．またＩ群

のメタセルカリアはラットへの感染実験により宮崎肺吸

虫成熟メタセルカリアであることが確認されている．

以上のことからＩ群に属するメタセルカリアは幼若メ

タセルカリアが発育し，成熟メタセルカリアになった初

期のものと考えられ，他群(Ⅱ，Ⅲ)の成熟メタセルカリ

アと区別して初期成熟メタセルカリア（Earlystage‐

maturemetacercaria）と称したい．そしてこのメタセル

カリアが晩秋から冬にかけて増加することを明らかにし

た．

３）メタセルカリアの季節的発育様相

宮崎肺吸虫のサワガニ体内での季節的発育様相は不明

である．本調査では前述したようにその発育様相は明ら

かとなったが，それは，未熟および成熟メタセルカリア

の面から各独自の観察によっているため，周年を通じて

の発育様相を見る上では明確さを欠いている．

そこで両調査に基づきその季節的発育様相を考察した

い未熟メタセルカリアである尾部脱落セルカリアは，

セルカリアのサワガニに感染後主もない形態であること

(横川，195lb）から，その出現時期は本虫のサワガニヘ

の感染時期とほぼ一致すると考えられ，主として夏から

初冬であることが示唆される．そして幼若および初期成

熟メタセルカリアの推移から考え，感染したセルカリア

は秋に幼若メタセルカリアとなり，冬には成熟メタセル

（８０）
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カリアヘと発育する．一方幼若メタセルカリアの状態で

越冬したメタセルカリアは夏までにはすべてのものが成

熟メタセルカリアへと発育するものと考えられる．本虫

セルカリアから成熟メタセルカリアまでの発育に要する

期間は詳細には明らかでないが，水温18Ｃの室内実験

で，60-75日後に初期成熟メタセルカリアが得られてい

る（行天，1983)．ウエステルマン肺吸虫においては，夏

では42-52日，秋では96-106日を要する．そして，その

発育は外界の温度に依存しているとされている（安藤，

1919)．本調査地での周年を通じての水温はl7C（８月）

から４Ｃ（２月）の間で変化している．メタセルカリア

の発育が水温に依存しているとすれば，セルカリアの感

染時期により，成熟メタセルカリアになるまでに要する

期間はかなり異なるものと考えられる．特に冬期におい

ては，水温は７－４Ｃを示し，また幼若メタセルカリア

の出現状況に低下を見ないことから，この時期では，メ

タセルカリアの発育は停止しているかまたはそれに近い

状態となっているものと考えられる．

以上のことから夏から初冬にかけて感染したセルカリ

アは，感染時期により一部のものは冬までに成熟メタセ

ルカリアとなり,他は幼若メタセルカリアで越冬し,夏ま

でに成熟メタセルカリアに発育することが示唆された．

このことから年２回，冬と夏に新しい感染による成熟

メタセルカリアが出現すると考えられた．

２．宿主サワガニの大きさおよび性別による成熟メタ

セルカリアの寄生状況

サワガニの大きさ，性別による成熟メタセルカリアの

寄生状況を把握し，その寄生態度を解明することは本虫

とサワガニの関係，特に生態学的，疫学的側面を知る上

では重要である．サワガニの大きさを表わす方法とし

て，甲殻の大きさ（甲幅）または体重が使用されてい

る．表現方法が異っていても，傾向はほぼ同じで，大き

いサワガニほど寄生率あるいは寄生数が多いことが諸

家によって観察されている（宮崎ら，１９６４；冨村ら，

１９６４；片峰ら，１９６６；望月ら，１９７５；林ら，1977)．

本調査においては前述したように，サワガニの大きさ

を甲幅であらわし，甲幅の大きい群ほど寄生数が多いこ

とが判明した．このことはサワガニの甲幅による年齢推

定から，高年齢群に寄生数が多いと言い変えることがで

きる．そこで年齢に伴う寄生数の変化機構を知る目的

で，同一年齢群のサワガニの成長に伴う寄生数の推移を

観察したのがFig.９である．すなわち1981年１月，４年

目群（甲幅16.5-20.4ｍｍ）と考えられたサワガニの寄生

数を甲幅の成長に基づいて示した．観察された期間が１

年半と短かく，１年齢群のみの成績であるが，以下のよ

うであった．この年齢群は４月から成長を始め５年目に

入る10月にはその甲幅は21.5-25.4ｍｍに達し，冬から

翌年春にかけては成長が停止しているが，６月には成長

が始まり，８月には甲幅が24.5-28.4ｍｍになってい

る．一方寄生数は６月，８月に増加し，以降著明な増減

は見られず，翌年６月に再度その増加が認められた．な

おこの観察期間を通じて著明な寄生数の減少を示した時

期は見られなかった．このことはメタセルカリアが新し

い感染によりこのサワガニ群に蓄積されていることが示

唆される．宮崎肺吸虫のサワガニ体内での生存期間は未

だよく知られてないが，仮にかなり長期間生存している

とすれば，大きいサワガニに寄生数の多いのは，年齢増

加に伴ない，毎年新しい感染によりメタセルカリアが蓄

積すると理解される．

一方サワガニの性別による成熟メタセルカリアの寄生

状況では,諸家による報告は種々で，差がない（片峰ら，

1966)，雄に多い（望月ら，1975)，雌に多い（林ら，

1977；佐野ら，1979）とする報告がある．本調査では寄

生数において，甲幅21.5ｍｍ以上の群，すなわち成熟期

(嶺井，1968）に達した雄，雌にその差が見られ，雄に多

いことが示されたが，21.4ｍｍ以下の群では性別による

寄生数の差は見られなかった．性別により肺吸虫メタセ

ルカリアの寄生状況に差異が生じる要因については不明

であるが，YoshimuraeZaZ．（1970）は同一条件下で佐

渡肺吸虫Ｐ・ｓａａｏｃ"sｉｓ,大平肺吸虫Ｐ.ｏ/Zかα′セルカリ

アをサワガニに水中で暴露し，感染させ両種のメタセル

カリアの寄生率が雄に高いとしている．今後本虫および

サワガニの生理，生態学的研究から性別により寄生状況

に差異を生じた要因について，検討されることが望まれ

る．

３．成熟メタセルカリアの寄生状況の季節的変動

宮崎肺吸虫メタセルカリアのサワガニにおける寄生状

況の季節的推移を観察した報告は宮崎ら（1964)，初鹿

(1967)，Ｍａｅｊｉｍａ２ｔａＺ．（1971)，伊藤・望月（1975)，

今井ら（1976)，林ら（1977)，佐野ら（1979）に見られ

るが，その消長は種々である．すなわち今井ら（1976)，

佐野ら（1979）は周年変化が見られないとし，初鹿

(1967)，ＭａｅｊｉｍａｅｔａＪ．（1971)，伊藤・望月（1975）

は春から夏にかけ増加し，秋から冬にかけて減少する傾

向を示すとしている．また宮崎ら（1964)，林ら（1977）

は春，夏より秋，冬に多いと報じている．しかし調査方

法の詳細な点が不明なものが多く，サワガニの大きさ，

`性別により寄生状況がかなり異なっていることを考慮す

（８１）
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ると，その評価は困難となる．また寄生状況の変動を起

す要因についても解析されていない．

本調査においては，前述のように，皿木Ａ－３Ｔおよび

保井野では夏に増加し，冬に減少する，また、木Ａ－３Ｄ

では夏に著変が見られず，冬に増加する季節的変動が観

察された．この様な変動は，サワガニの採集を沢に一定

区間を設け，その問に棲むサワガニを対象に周年実施し

たこと，またサワガニの移動性が少ないと考えられるこ

と（林ら，1977）から，地域的に生じる寄生状況の変動

の影響はあまり受けていないと考えられる．季節的変動

を起す要因として，セルカリアの感染による新しい成熟

メタセルカリアの出現，サワガニに寄生している成熟メ

タセルカリアの死亡による消失また宿主サワガニの死亡

および高齢化による観察対象群からの消失が考えられ

る．以下これらの要因に基づき本調査結果を考察してみ

たい．まず成熟メタセルカリアの死亡によるサワガニ体

内からの消失について見ると，成熟メタセルカリアの寿

命は不明であるが，前述したように，同一年齢群のサワ

ガニを１年半追跡し，その間寄生数の著明な減少は見ら

れなかったことから寄生数の変動を起すほど著明な成熟

メタセルカリアの消失はないものと考えられる．次にセ

ルカリアの感染による成熟メタセルカリアの出現はその

季節的発育様相から年２回，冬と夏に起ると考えられ

る．一方観察対象としたサワガニは周年21.5-25.4ｍｍ

の甲幅を示すものであった．この甲幅群はFig.６に示し

たように12月には生後５年目の年齢群で構成されるが，

この５年目群の甲幅は６月からの脱皮，成長により10月

には27.0±1.3ｍｍとなり，観察対象とした21.5-25.4

ｍｍの甲幅群には含まれなくなる．そしてこの甲幅群は

新しく５年目にはいったサワガニで構成される．すなわ

ちこの甲幅群は秋から冬にかけて若年齢群の個体で置

き変り，寄生数もまた減少すると考えられる．Stuht

(1981）はCrayfishにおけるケリコット肺吸虫メタセル

カリアの寄生状況を周年観察し，高年齢個体の死亡，幼

若個体の出現によりCrayfish個体群の年齢構成が若齢

化する時期にその寄生率が低下することを報告してい

る．

以上のことからサワガニの寄生数の増加は夏と冬に起

り，またサワガニ群の寄生数の減少はその年齢構成が若

齢化する冬に起ると考えられる．

これらのことから本調査で観察された成熟メタセルカ

リアの寄生数の変動を見ると，夏は寄生数の増加する時

期であり，Ⅲ木Ａ－３Ｔおよび保丼野でその増加が観察

されている．しかしⅢ木Ａ－３Ｄではその増加は見られ

ない．このことは感染したセルカリアの数が少ないこと

によるか，または感染したセルカリアが多くても冬にな

る前に成熟メタセルカリアとなり，幼若メタセルカリア

の状態で越冬するものが少なかったことによるかは不明

であるが，夏の増加に寄与するほど新に出現した成熟メ

タセルカリアの数が多くなかったことによると考えられ

る．一方冬は寄生数の増加と減少が同時に現われる時期

と理解される．、木Ａ－３Ｔおよび保井野では減少して

いることが示され，サワガニ群の若齢化による減少が新

に出現した成熟メタセルカリア数をうわまわり，著明に

現われたと考えられる．一方Ⅲ木Ａ－３Ｄでは増加が示

された．このことは若齢化による減少より，新に出現し

た成熟メタセルカリア数が多く，その増加が著明に現わ

れたものと理解される．

以上のことから本虫成熟メタセルカリアのサワガニに

おける寄生数の季節的変動は，セルカリアの感染による

新しい成熟メタセルカリアの出現と，サワガニ群の若齢

化により起ると考えられるが，その消長は既存の成熟メ

タセルカリアの数と新しく出現した成熟メタセルカリア

の数の多少に左右され，年により異なった推移をたどる

ものと考えられる．

４．成熟メタセルカリア感染サワガニの地域的分布状

況

Ⅲ木地域において成熟メタセルカリア感染カニの地域

的分布状況を調査し，２３地点中21地点から採集したサワ

ガニに成熟メタセルカリアの寄生が確認された．これら

の調査地点を水野・御勢（1972）によりその河川形態型

を見ると，感染カニが見出された21地点のそれは山地渓

流型であり，一方見出されなかったＥ-5,E-6の２地点

は中間渓流型および中流型であった．このことから宮崎

肺吸虫成熟メタセルカリア感染サワガニは加茂（1967）

の言う山間渓流に分布するものと考えられた．しかし感

染カニの分布が確認された21地点（延べ5000ｍ）におい

て寄生状況に差異が認められたことは前述のとおりであ

る．このような小地域における寄生状況の差異はすでに

冨村ら（1964)，林ら（1977）の報告に見られる．そして

その要因としては，第１中間宿主の地域的分布状況およ

びそれにおける本虫の寄生状況が考えられる．しかし本

調査ではサワガニにおける成熟メタセルカリアの寄生状

況が地域的に差異のあることを認め，その寄生状況が比

較的濃厚であったⅢ木Ａ－３Ｔ，Ｅ-1,E-2および保井野に

おいてホラアナミジンニナ（Photo・１０）の生息を確認し

たに止まっており，第１中間宿主における本虫の寄生状

況は末調査である．これらのことから現段階では地域内

（８２）
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における成熟メタセルカリア感染サワガニの分布状況の

差異要因について論ずることは差し控えたい．そしてそ

の解明は今後の広範かつ詳細な調査研究に待ちたい．
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I Abstract j
i 1 , :

ECOLOGICAL STUDIES ON A LUNG FLUKE, PARAGONIMUS MIYAZAKII,

IN ITS SECOND INTERMEDIATE HOST, GEOTHELPHUSA DEHAANI

Junichi GYOTEN

(Department of Parasitology, Ehime University School of

Medicine, Shigenobu-cho, Ehime Prefecture 791-02, Japan)

Ecological study was made on the young lung fluke, Paragonimus miyazakii, infecting fresh

water crabs, Geothelphusa dehaani in Saraki, Kuma-cho and Hoino, Tambara-cho, Ehime Pre

fecture. These data were analyzed on ecological aspects of the parasite and crabs.

Results obtained were as follows ;

1) Frequency distribution of number of mature metacercariae in one crab, fitted to the nega

tive binominal (Fig. 7). The number (x) of metacercariae in one crab, was transformed into y

( = log (x + 1)] and the comparison of parasite burden among crab populations was carried out using

the mean number (y) and standard deviation of the transformed data. Therefore, the fluctuation

of parasite burden among crab populations became clear.

2) The parasite burden in the crabs increased along its growth. It was considered that the

fact arose from the accumulation of the metacercariae into the crab along its growth.

3) The seasonal fluctuation of parasite burden in the crab population, whose carapace was

21.5-25.4mm in width, were observed in main study site. From Dec, 1978 to Jan., 1980 at Saraki

station, the parasite burden did not fluctuate from winter until summer. However, it increased for

the next winter. On the other hand, from Jan., 1981 to Aug., 1982 at the same station, the para

site burden increased for summer and decreased for winter (Fig. 8). These fluctuations were in

vestigated on the seasonal development of the metacercariae and the crabs. The increase of para

site burden arose from the occurence of the newly infected mature metacercariae, it occured in winter

and summer. On the other hand, the decrease arose from a change of age composition of crab

population, it occured in winter when crab population composed of young crab with a small number

of metacercariae. However, since the fluctuation depend on the relation between the parasite burden

of the newly infected mature metacercariae and of the infecting, the seasonal fuluctuation differed

by the year of the observation.
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ExplanationofPhotographs

DevelopmentalstageofPa7ago"伽zｲｓｍｚｼα之α賊metacercariainafreshwatercrab，

Ceot比JP肋Ｓａａｅｈａａ,zｉ（Scale：100β、)．

Animmaturemetacercaria,cercariawithouttail,withstyletandthincystwall（marked

witharrows)，mainlyfoundoutfromsummeruntilearlywinter・

Theexcystedimmaturemetacercaria，cercariawithouttail，（Photo、１)，showingsimilar

morphologicalcharacteristictoP．〃ｙａｚａ賊cercariafromitslstintermediatehost，Ｂｙ‐

tAiMm〃i〃o"zca・

Animmaturemetacercariafoundoutｆｒｏｍａｕｔｕｍｎｕｎｔｉｌｔｈｅｎｅｘｔｅａｒｌｙｓｕｍmer・

Thespecimen（Photo、３）Hattenedwithcoverglassformorphologicalexaminationof

theimmaturemetacercaria、

Anexcystedimmaturemetacercaria，

Anearlystage-maturemetacercariawhichisthedevelopmentalstageaftertheimmature

metacercarialstage，ｆｏｕｎｄｏｕｔｆｒｏｍｌａｔｅａｕｔｕｍｎｔｏｔｈｅｎｅｘｔｅａｒｌｙｓｕｍｍｅｒ・

Ａｍaturemetacercariafoundoutthroughouttheyear、

Theimmaturemetacercariae（markedwitharrows）andmatureharboringinpericardial

cavityofthecrabcapturedinwinter・

ＡｎａｄｕｌｔｗｏｒｍｏｆＰ、ｍｉＷｚａ賊ｏｂｔａｉｎｅｄｆｒｏｍｌｕｎｇｏｆａｎａｌｂｉｎｏｒａｔｉnfectedwiththe

earlystage-maturemetacercariae（Scale：１ｍｍ)．

Minutesnails,Ｂ・刀ilPo"ica，、thelstintermediatehostofP．〃yα之α賊caputuredat

Photos、１－８

Photo、１

Photo、２

Ｐｈｏｔｏ、３

Photo、４

Ｐｈｏｔｏ、５

Ｐｈｏｔｏ、６

Photo，７

Photo、８

Photo、９

Photo、１０Minutesnails,Ｂ・刀ilPo"ica，、thelstintermediatehost

Hoinostation（Scale：１ｍｍ)．

ａｃ：acetabulum，ｅｂ：excretorybladder，ｉｎ：intestine，Ｃｓ：oralsucker
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